
 

議案第 1号 
 

2023年度事業活動報告（案） 
（2023年 4月 1日～2024年 3月 31日） 

    

2024年 6月 11日 

一般社団法人日本販売士協会 

 

（総括的概要） 

 

 

販売士制度の普及振興を通じて、小売・流通業の健全な発展と消費者サービスの向上を

図ることを目的として、①販売士学習者・受験者の掘り起こし、②各地販売士協会の活性

化、③販売士の資質向上、登録講師の活躍推進等に取り組んだ。 

 

養成講習会と団体受験に関する説明会の実施（5 月 25 日）、養成講習会開催支援金の拡

充、普及振興活動活性化補助金、日商キャリアアップ応援隊事業等により、各地販売士協

会・登録講師の活動を支援した。 

 

流通視察会を再開、養成講習会等講師登録研修会・販売士育成講習会のリアル開催を再

開するなど活動を正常化した。オンライン開催・併用のイベントも継続した。 

 

札幌、神奈川など各地販売士協会では、従来から地元大学で養成講習会等を実施してい

るが、2023年度においては、各地販売士協会・参与・登録講師の働きかけにより、新たに

養成講習会や団体受験が実施される事例が多数見られた。 

 

 

 



 

（養成講習会、団体受験の開拓事例） 

➢ 九州産業大学商学部において、後期科目「小売マーケティング論」を 3級養成講

習会として実施。12月に団体受験実施。118名の受講・受験（福岡販売士協会か

ら継続的なアプローチ）（参考１参照） 

➢ 販売士資格教育を行っていない高校にアプローチし、3級養成講習会の課外講座

を実施 

 滋賀県立大津商業高校（新任の担当教諭に滋賀県販売士協会がアプローチ） 

 川崎市立幸高校（同校出身のゼミ生の担任教諭に岸本参与がアプローチ） 

➢ 愛知県扶桑町商工会において、会員の製造販売企業の生産性向上を目的に 3級養

成講習会を実施（東海販売士協会のアプローチ。メッセナゴヤ 2022 出展時にブ

ースを訪れた扶桑町商工会担当者から依頼を受ける） 

➢ 盛岡販売士協会では、2専門学校での養成講習会、２企業（店舗）での団体受験

を実施（予定含む） 

 

（事項別状況） 

１．販売士学習者・受験者、更新者の維持・拡大 

（１）日商キャリアアップ応援隊事業の実施 

   本事業事務局として各地の販売士協会、登録講師による教育機関内での講義実施を

推進し、販売士学習者・受験者数の維持・拡大とともに、各地販売士協会の活性化、

登録講師の活躍推進を図った。 

9協会の実施、2協会の協力等により、17校（10大学、6高校、１専門学校）で計 35

回の販売士関連講義を実施した。受講者数合計は 1872人となった。 

日商キャリアアップ応援隊事業は、2024年度においては、教育機関に加え企業も対

象とし、「キャリアアップサポート事業」として引き続き実施する。 

 

 教育機関 受講者数 実施・講師 

4月11日 高千穂大学（7月まで計14回） 66 日本・登録講師 13名（～7月） 

12日 九州産業大学（3回） 550 福岡・蒲池彰理事（登録講師） 

20日 函館商業高校 79 札幌・神田勲理事（登録講師） 

6月 6日 滋賀県立大津商業高校 78 滋賀県・佐々木武専務理事、長谷川

豊博理事 

7日 川崎市立幸高校 240 岸本参与・岸本ゼミ大学生 

14日 東海学園大学 50 東海・後藤靖治理事 

9月 7日 長野平青学園 21 長野・木下浩司氏（登録講師） 

10月 

3日・4日 

福岡工業大学（2回） 300 福岡・山岡彰彦氏（東京・登録講師） 



 

4日 中村学園大学 165 福岡・齋藤彰氏（神奈川・登録講師） 

19日 福山平成大学 62 福山・後藤靖治氏（東海・理事） 

26日 岩手県立大学（2月まで計3回） 78 盛岡・小原能和顧問 

11月6日 専修大学 40 日本・吉野史紀氏（神奈川・登録講

師） 

20日 三重県立亀山高校 25 東海・石橋聖紀副理事長（登録講師）  

17日 西南学院大学 98 福岡・大串雅一理事（登録講師） 

30日 拓殖大学 130 日本・米林一郎氏（大阪・登録講師） 

1月31日 静岡商業高校 58 東海・石橋聖紀副理事長（登録講師） 

2月15日 札幌東商業高校 75 札幌・佐藤冬樹理事長、田邊勇樹理

事（以上登録講師）、角田宗久氏 

                    計 2210人 

 

（２）大学連携講座の推進 

   登録講師による販売士講座の継続・普及を図った。23年度については、日商キャリ

アアップ応援隊事業としても位置付けた。 

   高千穂大学、岩手県立大学、西南学院大学では昨年度に続き講義を実施。合計 10大

学で実施、7大学で新たに講義を実施した。2020年度から講座を実施していた日本大

学については、23年度は休止となったが、24年度は再開。また、過去の講義登壇者を

交えた座談会を実施し、「寄付講座講師たちの座談会」として、「販売士」9 月号・12

月号に掲載した（Webにも掲載）。 

 

（３）養成講習会・団体受験の実施支援 

 ①養成講習会に対する支援 

   「販売士養成講習会に対する支援金実施要領」により、養成講習会の実施に対する

支援の対象、金額を拡充した。支援対象は以下のとおり。 

⚫ 札幌販売士協会（札幌国際大学における１～３級養成講習会） 

⚫ 岸本参与・岸本ゼミ（川崎市立幸高等学校での 3級養成講習会） 

⚫ 滋賀県販売士協会（滋賀県立大津商業高等学校での 3級養成講習会） 

⚫ 東海販売士協会（扶桑町商工会での 3級養成講習会） 

   「販売士養成講習会に対する支援金」制度は、2024年度においても継続する。 

  ②養成講習会と団体受験に関するオンライン説明会を開催（5月 25日） 

   受講した教育機関からの養成講習会講師募集の照会など、新規実施につながった事

例が複数あった。 

  ③講師募集企業・教育機関への周知強化 

   専門学校等の依頼を受け、登録講師に対して計 4件の講師募集を実施した。 

  ④東京都ひとり親就業支援事業による 2級販売士養成講習会の実施 



 

    6 月～9 月、15 回のオンライン講義と予備試験（リアル開催）を実施した（日本

販売士協会による実施）。 

 

（４）リテールマーケティング・コンテストの推進 

  リテールマーケティング・コンテスト（マーケティングを学ぶ高校生がクイズ形式で

学習成果を発揮するコンテスト）推進のため、当協会として 22年度に続き、「リテコン

ソーシアム in埼玉理事会」に参加した。11月 11日には、日大商学部岸本教授（当協会

参与）のゼミ生の企画・運営により、第 33回埼玉県産業教育フェアの中でリテコン 2023

を開催。埼玉・茨城・岡山から 9校が参加した。 

  8月 19～20日に新潟経営大学で開催された日本商業教育学会全国大会において、岸本

参与が「リテールマーケティング・コンテスト（リテコン）を活用した商業教育モデル

の形成について」と題する学会発表を行った。文部科学省初等中等教育局視学官の田中

圭氏を含む参加者から、企業・社会が求める「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ

ラーニング）を推進する取り組みとして評価を得た。 

  10 月 18 日に開催された日本商工会議所定例委員会において、岸本参与が「商業高校

におけるマーケティング教育と地域経済の担い手育成に向けた取り組み」と題して講演

を行った。 

   

（５）販売士制度に積極的に取り組む企業・教育機関・販売士等の表彰の実施 

  【第 17回販売士制度表彰】 

○法人（１件、順不同） 

名称 所在地 業 種 

岩手県立盛岡商業高等学校 岩手県盛岡市 県立高等学校 

   ○個人（２名、順不同） 

氏 名 所 属 役職名 

山 田   一 千葉商工会議所販売士会 理 事 

北 野 禎 輝 福井販売士協会 元会長 

 

（６）「２級・３級販売士養成通信教育講座」「販売士オンライン養成教育講座」および「１

級・２級・３級販売士資格更新通信教育講座」の実施 

〇「２級・３級販売士養成通信教育講座」 

３級販売士養成通信教育講座（1986年度開講）、２級販売士養成通信教育講座（1997

年度開講）を実施した。2023年度の受講申込者数は次のとおり。（ ）内は 2022年度。 

・２級養成    35名   （36名） 

・３級養成    32名   （36名） 

〇１級・２級・３級「販売士資格更新通信教育講座」の実施 

「販売士資格更新通信教育講座」１級（2017年度開講）、２級・３級（1986年度開講）

を実施した。2023年度の受講申込者数は次のとおり。（ ）内は 2022年度。 



 

・１級更新     797名 （ 646名） 

・２級更新    6,458名 （6,989名） 

・３級更新    5,861名 （5,847名） 

 

（７）日本商工会議所が実施する販売士資格更新業務への協力および販売士資格活用情報

の提供 

日本商工会議所が実施している資格の更新手続きの周知、「専用サイト」の利用促進

への協力を行うとともに、販売士資格更新対象者約 32,650名に対して、各地販売士協

会入会、販売士資格の活用等をＰＲした。 

 

（８）検定模擬問題の作成、発信 

①季刊誌「販売士」3・9月号に 3級、6・12月号に 2級の模擬問題と解答を掲載した。 

②販売士ハンドブックス（基礎編）の改訂予定（2024年 5月）を受けて、カリアック

発行の「リテールマーケティング（販売士）3級模擬問題集（販売士ハンドブック（基

礎編）2024年改訂版対応）」を監修（模擬問題 300問の作成）した。 

 

（９）教育機関との連携強化 

   日商キャリアアップ応援隊事業や教員向け販売士育成講習会等の諸活動を通じ、各

地教育機関の取り組みを把握するとともに、各種情報の提供など連携を強化した。特

記事項については以下のとおり。 

➢ 名古屋学院大学商学部：菊池参与のご紹介で担当教授からヒアリング（参考２参照）。 

➢ 福岡市内の専門学校：文部科学省「職業教育実践課程」認定を目指し、当協会、地元

販売士協会との連携を希望。2 月に協定書を締結した。協定書に基づき、福岡販売士

協会の岡野卓也会長が次年度スタートする「教育課程編成委員会」委員に就任、同協

会会員の金子孝志氏（登録講師）が養成講習会の講師をつとめることとなった（参考

３参照）。 

 

（10）「販売士がいる優良店」標示登録制度 

 3 件の新規申し込みを受け、所定の審査を経て登録した。5 件の更新手続きをした。

現在合計 39件が登録されている。 

 

 

２．各地販売士協会の活性化 

（１）各地販売士協会のセミナー等活動の支援 

①学習者・受験者の掘り起こしに資する一般公開セミナー、教育機関内での講義等、

②会員勉強会（総会後の講演会含む）など、幅広い活動を対象とする「普及振興活動活

性化補助金」により、各地販売士協会の活動を支援した（「流通・接客セミナー開催助



 

成金」制度を変更）。12協会・21回のセミナー等の開催を支援した。 

 

○鹿児島販売士協会 

（開催日）2023年 4月 15日  

（会 場）鹿児島県民交流センター 

（テーマ）アンガーマネジメント講座   

（講  師）日本アンガーマネジメント協会トレーニングプロフェッショナル 鈴木直樹氏 

（出席者）36名 

○神奈川販売士協会 

（開催日）①2023年 5月 28日 ②2023年 11月 23日 ③2024年 1月 26日 

（会 場）①あーすぷらざ②男女共同参画センター横浜南③神奈川県立かながわ労働プラザ 

（テーマ）①初学者に伝えるマーケティングの面白さ～ディズニーランドの事例を基に～ 

②⑴日本販売士協会寄付講座の気付きと学び 

⑵まちの賑わいヒストリーお三の宮通りからアクティブお三の宮エリアへ 

     ③2024年神奈川県の流通展望～回復軌道に乗る販売現場～ 

（講  師）①高千穂大学 経営学部・大学院経営学研究科 竹内 慶司教授 

②⑴登録講師＆神奈川販売士協会会員 吉野 史紀氏 

⑵神奈川販売士協会会員 樋代 佳一氏 

     ③神奈川新聞社経済部 森 俊平 記者 

（出席者）①24名 ②15名 ③15名 

○大阪販売士協会 

（開催日）①2023年 5月 25日 ②2023年 11月 15日 

（会 場）①マイドームおおさか第 3会議室②マイドームおおさか第 6会議室 

（テーマ）①大阪・関西万博成功へ！西尾レントオールのハード、ソフト両面の取り組み 

     ②『行動経済学』を活用したリテールマーケティング 

（講  師）①西尾レントオール株式会社広報宣伝室長 西垣内 渉氏 

     ②大阪成蹊大学経営学部教授 植田 真司氏 

（出席者）①25名 ②11名  

○札幌販売士協会 

（開催日）①2023年 7月 22日 ②2023年 9月 16日 

     ③2024年 2月 17日 ④2024年 2月 17日  

（会 場）①片岡ビル 6階カンファレンスルーム②北広島市芸術文化ホール 

     ③④片岡ビル 5階カマルチルーム 

（テーマ）①スマホ 1台で挑戦！映える！フードフォト講座 

     ②あなたはどうする？『店頭の修羅場』＜小売店 クレーム対応＞ 

     ③POPにも使えるユニバーサルカラー講座 

     ④LINEスタンプの作り方＜販売促進！手描きも作れる！＞ 



 

（講  師）①田邊勇樹氏 ②菅原祐子氏 ③星野真実氏 ④田邊勇樹氏 

（出席者）①15名 ②25名 ③17名 ④19名 

○東京販売士協会 

（開催日）①2023年 7月 31日 ②2023年 10月 11日 

     ③2024年 3月 26日 

（会 場）①②オンライン形式③エッサム神田ホール 

（テーマ）①売れる店頭販促の法則売れる店頭は何が違うのか 

②新価値創造企業から学ぶマーケティング～老舗企業＆グローバル企業～ 

     ③小売業における 2024年問題への対策 

（講  師）①店頭販売コンサルタント有限会社リボン代表取締役 久野 和人氏 

②日清食品株式会社 マーケティング部 中村 洋一 氏 

③株式会社ラストワンマイルソリューション 代表取締役 近藤 正幸 氏 

（出席者）①64名 ②33名 ③17名  

○弘前販売士の会 

（開催日）2024年 1月 24日  

（会 場）虹のマート 2階 

（テーマ）弘前の店やっこ第 2弾 

「戦後の弘前市中心街～その歩みから何を学び、どう考えるか？～」 

（講  師）青森県環境生活部県民生活文化課文化・ＮＰＯ活動支援グループ 中園 裕氏 

（出席者）①27名 

○東海販売士協会 

（開催日）①2023年 9月 16日 ②2024年 2月 17日 

（会 場）①②サンライズ千種 502 

（テーマ）①元テレビ東京レポーター兼テレビ通販ゲストが教える『ライブで魅せる”その

気“にさせるテレビ通販 

     ②心理コンサルタント推奨！売らないセールスマーケティング 

（講  師）①コミュニケーション・コンサルタント 西澤 史子氏 

     ②心理コンサルタント・アドラー流メンタルトレーナー 前田 京子氏 

（出席者）①16名 ②16名 

○長崎販売士協会 

（開催日）2023年 11月 13日  

（会 場）長崎市立図書館研修室 2～4 

（テーマ）お客様の心理を動かしリピート率を上げるエニアプロファイル×メンタリズム  

（講  師）岸 正龍氏 

（出席者）17名  

○富山販売士協会 

（開催日）2023年 12月 12日 



 

（会 場）富山商工会議所 

（テーマ）ベストショップコンテスト２０２３ 受賞店の取り組み 

（出席者）①35名  

○所沢販売士協会 

（開催日）2023年 11月 22日  

（会 場）所沢商工会議所 会議室 1・2 

（テーマ）アフターコロナによる事業環境変化と補助金・助成金の活用法  

（講  師）株式会社エイチ・エーエル 専務取締役/中小企業診断士 太田 敬治氏 

（出席者）23名  

○新潟販売士協会 

（開催日）2023年 12月 11日  

（会 場）万代島ビル 6階会議室 

（テーマ）相手の心をつかむ心理学セミナー〜あなたの行動で「売れる」が決まる〜 

（講  師）マジシャン ＳｈｕＮ(しゅん) 氏 

（出席者）29名 

○滋賀県販売士協会 

（開催日）2024年 3月 26日  

（会 場）ピアザ淡海 305会議室 

（テーマ）「念ずれば夢叶う」 

（講  師）㈱比叡ゆば本舗ゆば八 取締役会長 八木 幸子氏 

（出席者）15名 

 

（２）各地販売士協会懇談会の開催（12月 7日） 

日時：2023年 12月 7日（木）13：40～16：40（エッサム神田 2号館） 

会場：エッサム神田ホール 2号館 601 

出席者数：15協会から参加、参与、委員等含め 40名出席 

内容： 

・開会挨拶：大島 博 会長 

・リテールマーケティング・コンテスト（リテコン）を活用した商業教育の実践 

（岸本徹也参与／日本大学・岸本ゼミ学生の皆さん） 

・Z世代に向けたマーケティング・コミュニケーション（カゴメ株式会社と明治大学商

学部菊池一夫ゼミとの共同研究）（菊池一夫参与／明治大学・菊池ゼミ学生の皆さん） 

各地販売士協会活動報告 

・日本販売士協会活動報告 

・意見交換・その他 

（交流懇親会 17:00～ エッサム神田ホール 2号館 2階「最上楽農園」） 

 



 

（３）各地販売士協会への入会促進策の実施 

   日本商工会議所・各地商工会議所が保有する販売士有資格者データによる入会促進

策を実施した。日商から合格者情報を入手、2022年 8月 6日～2023年 8月 19日間の

合格者宛名ラベルを各地販売士協会に提供した。日商封筒・日商名送付状とともに提

供。11協会へ計 2,960枚を送付した。 

 

（４）２級、３級販売士養成講習会開催への協力・支援 

１．（３）参照。各地販売士協会への支援、説明会開催、講師募集等により、各地での

新規開拓の取り組みを支援した。 

 

（５）各地販売士協会等に対する後援・協賛 

○後援 

開催期日 名 称 主催者 

2023年 8月～ 

第 23回販売士が推す！！ 

「エネルギッシュ・タウン－私の街－」 

商店街発掘・表彰事業 

東京販売士協会 

2023年 11月 21日 
生活者の新ライフスタイルを考える 

フォーラム 2023 
日本小売業協会 

～2024年 1月 31日 
～こころに残る～ 

第 20回おもてなし販売員コンクール 
長野販売士協会 

2024年 3月 12日 第 34回流通交流フォーラム 日本小売業協会 

 

（６）各地販売士協会との交流 

  5月 13日（土） 福井販売士協会定期総会 

5月 27日（土） 所沢販売士協会総会 

  5月 28日（日） 神奈川販売士協会総会 

  6月 19日（月） 滋賀県販売士協会総会 

  7月 29日（土） 福岡販売士協会夏季研修会 

  9月 27日（水） 北陸信越 4県販売士交流会（富山） 

  10月 18日（水） 大阪販売士協会訪問 

 

３．販売士の資質向上、登録講師の活躍推進 

（１）２０２３年度販売士養成講習会等講師登録研修会 

（日程）2023年 8月 1日（火）～8月 2日（水） 

（参加方法）対面・ハイブリッド 

（参加者数）30名 

（研修内容） 

① 論文の書き方と登録講師の在り方（恩藏直人参与） 

② 販売士講師体験・登録講師論文作成体験（事例） 

③ リテールマーケティング（販売士）検定試験 3級・2級ハンドブックのポイント



 

と講義法（菊池一夫参与） 

④3 級・2 級販売士検定試験の傾向と受験に向けた対策（木下浩司氏・登録講師） 

 

（２）「販売士協会オンラインサロン」の開催 

 第 1回 2023年 9月 15日 （金）19：00～20：40  講師：米林一郎氏 

   第 2回 2023年 11月 28日（火）19：00～20：40 講師：岡野利哉氏 

 第 3回 2024年 2月 7日  （水）19：00～20：30 講師：中井真人氏 

 

（３）流通視察会の実施（8月 23日、北海道） 

日販協主催の流通視察会を 4 年ぶりに実施した。札幌販売士協会の協力を得て、北

海道北広島市の新球場「エスコンフィールド HOKKAIDO」「F VILLAGE」を訪問。札幌販

売士協会の田邉理事（登録講師）による講演、スタジアムツアー等を実施した。 

8月 22日（火）：前日懇親会、8月 23日（水）：講演、スタジアムツアー 

参加者：北海道、沖縄、福岡、愛知、神奈川、東京、埼玉、千葉から 18名が参加。 

 

（４） 販売・流通に関する論文審査および入選作の表彰 

  「2023年度販売士養成講習会等講師登録研修会」修了者のうち、当協会の講師登録を

希望する者が提出した“販売・流通に関する論文”について、論文審査委員会委員

の審査に基づき、28名の合格者を決めた。その上で、2024年 1月 24日開催の論文

審査委員会において、次のとおり優秀作 1点、佳作 1点の入選を決めた。 

＜優秀作＞○販売士資格を、機械メーカーの B2B マーケティングに活用する       

工藤 徹郎 氏（神奈川販売士協会、経営コンサルタント） 

＜佳 作＞○Amazon.jpにおける高単価商品のブランディングと販売戦略 

― STP分析と 3P戦略の ECモールへの活用事例 － 

小川 美咲 氏（秋田県、ECコンサルタント） 

 

（５）登録講師研修会（販売士セミナー）の開催（2024年 3月 7日開催） 

（開催日）２０２４年３月７日（木） 

（場所） エッサム神田ホール 2号館  

（参加者）リアル・オンラインあわせ 100名 

（内容）○講演第 1部  

「流通ＤＸ時代のリテールマーケティングのあり方」 

講師：明治大学商学部 菊池一夫教授(日本販売士協会参与) 

○講演第 2部  

「店舗ＤＸが実現する新しいマーケティング」 

講師：株式会社 TOUCH TO GO 阿久津智紀代表取締役社長 

○講演第３部  

「ラストワンマイル配送において流通・小売業界が知っておくべきこととは？」 



 

講師：株式会社ロジコンシェル・株式会社ラストワンマイルソリューション 

近藤正幸代表取締役(１級販売士・登録講師) 

 

（６）希望者への登録講師名刺の作成・販売 

   2022年度に続き、表面の販売士マークと登録講師名等、裏面に検定や日販協事業の

説明を記載した登録講師名刺の作成・販売を行った。 

 

（７）大学連携講座登壇登録講師懇談会の開催 

  １．（２）参照。7月 3日、4日、計 12名の日本大学寄付講座への登壇者と岸本参与に

よる座談会を実施した。 

 

４．教育機関・企業等における販売士教育人材の育成支援 

（１）高等学校・専門学校等の販売士講座担当教員向け販売士育成講習会の開催 

（日程）２０２３年８月２日（水） 

（参加方法）対面・ハイブリッド 

  （参加者数）１７名 

（研修内容） 

   〇リテールマーケティング（販売士）検定試験３級・２級ハンドブックのポイント

と講義法（菊池一夫参与） 

〇３級・２級販売士検定試験の傾向と受験に向けた対策（木下浩司氏・登録講師） 

 

（２）大学・専門学校等における販売士講座の開設支援および企業における講習会・研修

会等の実施支援（登録講師の紹介等） 

計 3 件の講師募集を実施。日商キャリアアップ応援隊実施の大学、高校に対して、

養成講習会および団体受験の申込方法について指導した。 

 

５．効率的・効果的な組織運営と広報活動の実施 

（１）情報提供、情報収集のオンライン化推進 

（２）会員向けメール発信による情報提供 

（３）ホームページの運用等の改善およびコンテンツの拡充 

（４）刊行物 

  〇会報「販売士」の発行（2023年 6月、9月、12月、3月） 

○協会正会員・特別会員名簿（2023年 6月） 

○当協会販売士養成講習会等講師名簿（2023年 6月） 

○2024年版「販売士手帳」「販売士カレンダー」（2023年 11月） 

 

６．諸会議の開催 

○監事会       2023年  5月 9 日（火）於：ＴＣＵビル 

○第１回理事会   2023年  5月 10日（水）於：丸の内二重橋ビル 4階 



 

○第２回理事会  2023年  6月 2 日（金）於：ＮＥＣ芝倶楽部 2階 201 

○通常総会    2023年  6月 2 日（金）於：    〃 

○第３回理事会  2023年  6月 2 日（金）於：    〃 

〇臨時総会    2023年 12月 7 日（木）於：エッサム神田ホール 2号館 

○第４回理事会  2023年 12月 7 日（木）於：        〃  

○販売士検定試験模擬問題作成委員会 

2級 2023年 4月 20日（木）於：ＴＣＵビル 

3級 2023年  7月 13日（木）於：  〃 

2級 2023年 10月 13日（金）於：  〃 

3級 2024年 1月 18日（木）於：  〃 

3級模擬問題集：2024年 3月 27日（水）於：  〃 

○論文審査委員会 2024年 1月 24日（水）於：  〃 

 

以 上 

  



 

 

参考１：九州産業大学商学部で養成講習会、団体受験を新規実施（118名受講） 

 

日商キャリアアップ応援隊事業実施後、2024年度以降の養成講習会実施等を期待し

ていたが、年度内後期から養成講習会、団体受験が新規に実施されることとなった。

同大教員に福岡商工会議所担当管理職も紹介していたため、団体受験の試験会場認定

もスムーズに進めることができた。 

 

＜実施への経緯＞ 

➢ 2022年、菊池参与の紹介で商学部教授とオンライン打合せ 

➢ 同年 11月、西南学院大学での 2022年度講義の際に、福岡販売士協会・岡野会長

とともに高木商学部長に面会。高木学部長から「学生全員の資格取得を目指した

い」との抱負を聞く。情報交換の中で、同大では 3級、2級相当の科目があり、福

岡販売士協会会員が非常勤講師で担当していること、しかし近年は学内でニーズ

がなく資格取得は下火であることを把握した。 

➢ 面会後、岡野会長から、福岡会員の非常勤講師へのフォローや大学への継続的な

アプローチを行う。 

➢ 2023年 3月、新 1年生全員への講義を依頼される。 

➢ 2023年 4月 必修科目「マーケティング入門」第 1回講義にて、520人対象に 3

回の講義（日商キャリアアップ応援隊事業。講師：蒲池彰理事）。講義の際に高木

商学部長、マーケティング担当の准教授と、福岡商工会議所担当管理職、岡野会

長によるミーティング。 

➢ 岡野会長から継続的なアプローチを続ける。 

➢ 名古屋学院大学での事例（既存科目を養成講習会として実施する事例）について

高木学部長に情報提供を行う（参考２参照） 

➢ 2023年 9月、九州産業大学から 10月から養成講習会を実施、12月に団体受験を

実施する予定の連絡を受けた。養成講習会、団体受験の申込方法についてアドバ

イスするなど支援。団体受験試験会場認定、実施については、福岡商工会議所の

支援も受けた。 

➢ 11月に養成講習会を終了、12月に団体受験を実施予定（118名が受講・受験）。 

 

  



 

 

参考２：名古屋学院大学商学部－地元密着の商学系学部におけるモデル事例 

 

 日商キャリアアップ応援隊事業の実施候補として、菊池参与のご紹介で名古屋学院

大学商学部ご担当教授とオンラインで情報交換した。下記のとおり、既に販売士資格

取得がカリキュラムに組み込まれているため、応援隊事業の実施は見送った。地元進

学地元就職者の多い商学系学部におけるモデル事例として、今後もフォローしたい。 

 

➢ 名古屋学院大学では、2018年就任の学部長が、「商学部らしい資格取得」推進を打

ち出し、簿記や情報ではなく「販売士」講座を開設。 

➢ １～3年生対象の半期の科目「商業経営講座基礎（3級）」「商業経営講座上級（2

級）」を養成講習会として実施。学部長が名古屋商工会議所から情報を得て、「養

成講習会」としての実施がスタートした。 

➢ 22年秋期には 3級 58名合格/62名履修、2級 32名合格/37名履修。 

➢ 講師は専任教授と非常勤講師が交互に担当。 

➢ 講師は「販売士」を 20年以上定期購読。模擬問題を活用（シラバスにも明記）。 

 

 

参考３：文科省「職業実践専門課程」認定を目指す専門学校からの連携依頼 

 

 教員向け販売士育成講習会を受講した福岡の専門学校教諭から、日本販売士協会・

各地販売士協会との連携の打診があり、2月に協定書を締結した。 

 

➢ 「職業実践専門課程」は、企業や団体と連携し実践的な職業教育に取り組んでい

る専門学校の学科を、文部科学省が認定するもの。連携企業等からの講師派遣、

教員研修、カリキュラム編成や評価への参画などを内容とする。認定を受けるた

めには、2か年の実績が必要。 

➢ 同校では次々年度からの認定を目指し、2024年 4月以降の 3級養成講習会開講、

「教育課程編成委員会」設置を予定している。 

➢ 現在、福岡販売士協会と相談し、3級養成講習会講師を選定中。 

➢ 「教育課程編成委員会」委員も福岡販売士協会からの派遣を予定。 

 

※福岡販売士協会では、既に「職業実践専門課程」認定を受けている別の専門学校に

よる「教育課程編成委員会」にも参加を予定している。 

 

 


